
都道府県名：岐阜県 市町村名：白川町 

１．活動名 

森・川・海～清流がつなぐ未来の森造成運動 

２．取組の背景、目的 

三重県漁業協同組合、飛騨川漁業協同組合と上流の住民が連携して、平成13

年から豊かな自然環境を守る運動の一環としてボランティアが集う森林づく

り活動を実施している。 

平成 21 年度は白川町において、新たに(財)オイスカの関係者も参加して植

樹活動を実施した。 

３．実施主体 

森・川・海～清流がつなぐ未来の森造成運動実行委員会 

（三重県漁業協同組合、飛騨川漁業協同組合、白川町森林組合、白川町） 

４．取組の概要 

日時：平成21年10月17日（土）10:30から12:15 

場所：加茂郡白川町 笹平高原 町有林どんぐり山0.5ha  

内容：コブシ、ヤマザクラなどの植栽250本、伐採木（炭材）の搬出 

アトラクション（ジャズなどのステージショー） 

下流参加者：三重県漁業協同組合連合会、オイスカ 合計２１０人 

上下流スタッフ：飛騨川漁業協同組合、白川町、森林組合、岐阜県、オイ

スカ、三重県漁連等合計33人 

来賓：参議院議員、町議会議長等 

５．支援事業 

岐阜県大気環境木等配布事業 

６．取組等についての成果や課題 

（成果） 

上下流の協働による活動により交流を図ることができた。 

（課題） 

植栽箇所が急傾斜地である。小学生や家族での参加が多いため、安全対策に万

全を期す必要がある。 



 

 

開会式の様子 

笹平 野外音楽堂 

「プレリュード」 

 

三重県漁連から185人が参加 

城東小学校4年生及び5年生39人が参加 

 

コブシ、ヤマザクラ、ムクゲ、カツラ、ム

ラサキシキブなどを植栽 

 

伐採木の搬出作業の様子 

切り出しした木をトラックに積み込み、炭

焼き小屋へ運び、炭焼きする。 

 


